
　
　
　
弟
二
巻
　
雑
纂
　
朝
鮮
・
災
の
栞

も
尾
張
徳
川
言
及
紳
，
田
男
爵
家
に
各
一
部
を
遺
存
す
、
三

本
共
に
同
一
板
本
に
し
て
た
や
金
剛
山
本
に
は
脱
葉
を
補

寓
挿
入
せ
る
部
分
あ
り
。
此
部
分
は
粥
家
本
に
転
落
ぜ
す

紳
田
本
に
は
養
安
院
の
記
印
あ
り
徳
川
家
本
ご
共
に
文
藤

慶
長
役
の
分
捕
本
な
る
べ
し
Q

　
東
京
帝
國
大
學
に
て
は
本
書
を
明
治
三
十
七
年
紳
田
本

を
底
本
こ
し
て
刊
行
せ
る
も
此
刊
本
訂
正
を
要
す
べ
き
鮎

甚
だ
多
し
。
坪
弁
先
生
の
手
許
に
は
訂
正
再
板
の
稿
既
に

成
る
も
の
あ
る
も
未
だ
改
板
に
至
ら
す
。
昌
本
夕
大
卒
維

に
は
大
學
刊
本
の
句
讃
の
誤
十
数
個
庭
を
埣
井
先
生
が
訂

正
せ
ら
れ
し
も
の
を
牧
め
た
り
。
本
書
の
良
本
は
改
疋
板

の
譲
つ
る
を
待
つ
の
外
な
し
。
（
火
正
五
、
六
、
八
．
）

　
　
セ
リ
ヌ
ン
テ
の
石
切
携
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
交
乱
撃
濱
　
田
　
耕
作

　
　
　
回

、
希
臆
時
代
の
大
建
築
の
一
群
の
大
風
に
吹
き
倒
さ
れ
紀

第
三
號
　
　
　
ご
二
四
　
（
五
一
＝
）

る
が
如
き
凄
し
き
セ
リ
ヌ
ソ
テ
（
G
Q
隻
p
毎
膏
）
の
遽
跡
に
旧

懐
の
情
を
恣
に
し
た
る
余
は
、
グ
ソ
ン
フ
イ
豊
川
ド
氏
夫

妻
ご
其
の
夜
を
ヵ
ス
ク
ル
ベ
ト
ラ
ノ
（
9
ア
仲
巴
く
。
貯
9
口
。
）
ご

云
ふ
シ
チ
リ
ャ
島
の
い
ご
小
さ
き
田
含
町
に
明
し
譲
、
燭

光
暗
く
し
て
讃
書
の
便
り
無
く
、
悪
虫
に
澄
ま
さ
れ
て
は

安
眠
成
り
難
う
し
て
五
月
十
四
日
（
大
正
三
年
）
の
曉
は
早

く
朔
け
放
れ
ぬ
、
六
時
牢
我
等
は
馬
車
を
曉
風
に
騙
っ
て

西
南
五
六
哩
カ
ム
ポ
ベ
ル
ロ
（
9
已
℃
。
び
。
ぎ
）
の
附
近
な
る

古
ヘ
セ
リ
ヌ
ン
テ
の
石
切
蕩
に
向
ふ
、
シ
チ
フ
や
探
勝
の

客
の
多
か
ら
ざ
る
う
ち
に
も
、
セ
リ
ヌ
ン
プ
の
遺
跡
を
訪

ふ
入
は
い
ご
少
し
、
為
し
て
此
の
石
切
瘍
の
遺
跡
に
足
を

向
く
る
㌦
も
の
は
極
め
て
準
な
る
を
、
同
じ
志
の
友
を
得
て

此
の
地
に
游
ぶ
こ
ご
を
得
π
る
は
、
何
の
喜
か
之
に
勝
る

悪
き
○

　
ス
ト
ラ
ダ
ヘ
リ
へ
せ
ゴ
　
　
ド

　
海
　
道
を
遙
ぴ
こ
ご
一
山
博
通
サ
、
イ
ン
ガ
ム
（
9
も
・
9
・

冒
σ
Q
｝
嬉
薦
）
に
到
れ
ば
、
早
く
も
路
傍
に
セ
リ
ヌ
ソ
’
グ
に
運

び
行
か
ん
こ
せ
し
を
，
共
の
儘
中
道
に
打
ち
捨
て
た
る
柱



の
ド
ラ
ム
（
柱
身
の
一
部
）
の
獲
れ

－
る
を
見
る
、
、
長
さ
一
志
に
も
肥
り
、

直
径
は
九
尺
に
及
ぶ
互
石
な
り
、
さ

層て

ﾍ
石
切
蕩
も
遠
か
ら
ず
ご
思
ふ
う

ち
に
、
や
が
て
我
等
は
　
図
0
8
冨
臼

（い

瀦
早
@
或
は
9
〈
o
旺
9
導
℃
o
ぴ
？

H
δ
　
ご
費
せ
ら
る
、
石
切
蕩
の
前
に

著
き
澱
、
石
切
蕩
こ
て
高
き
山
に
は

あ
ら
ず
、
孔
多
く
粗
き
褐
色
の
耳
漏

暑
（
ε
浮
）
の
如
き
石
塊
の
露
出
し
覚

る
小
高
き
地
面
に
し
て
、
丘
陵
こ
も

云
ひ
難
き
程
な
り
、
さ
れ
ば
一
見
し

て
何
等
の
奇
も
無
く
何
等
の
殊
な
る

を
認
め
ざ
れ
ざ
、
其
の
北
邊
の
枷
に

湿
り
て
進
み
行
く
う
ち
に
、
我
が
眼

下
に
は
石
を
切
り
忙
る
跡
の
桝
凸
極

り
無
く
、
し
か
も
柱
身
の
材
料
こ
し

第
一
巻
　
　
雑
纂
　
　
セ
ー
ー
ヌ
ン
テ
の
石
切
膓
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ
ム

　
て
切
り
取
り
牝
る
石
の
、
打
ち
倒

　
れ
て
少
し
く
蓮
び
去
ら
れ
し
も
の

　
あ
り
、
或
は
切
り
取
ら
ん
こ
し
て

セ
其
工
事
掌
ば
な
る
あ
り
、
其
の
工
・

り
程
の
是
よ
り
始
ま
り
て
彼
に
移
れ

ヌ
る
跡
歴
然
こ
し
て
一
の
階
段
を
な

ン
す
、
降
っ
て
遣
柱
の
下
に
到
れ
ば

テ
、
高
さ
は
我
等
身
長
の
二
倍
に
も

設
営
り
、
且
ハ
の
周
回
は
三
人
の
手
を

丘
連
つ
こ
も
土
小
だ
及
ば
す
、
扮
て
石
F

の
を
切
る
の
法
先
づ
所
要
の
直
前
の

三
圓
を
石
上
に
劃
し
、
之
ふ
り
漸
次

此
切
り
下
げ
て
一
蓋
内
外
の
深
さ
に

趾
至
る
、
切
断
線
の
幅
三
尺
可
、
人

　
騰
の
其
間
に
毘
入
し
て
作
業
に
便

　
な
ら
し
む
る
爲
め
な
る
可
し
、
然

　
る
後
ち
底
部
を
切
り
放
ち
て
之
を

第
三
號
　
　
一
三
五
　
（
五
二
二
）

論



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
第
一
巻
雑
纂
寺
∬
・
ア
の
石
切
野
の
遺
跡
　
　
　
　
　
　
第
［
二
號
　
三
六
（
互
二
三
）

搬
出
し
去
る
な
り
、
其
の
柱
面
の
フ
ル
ー
チ
ン
グ
は
固
よ
　
謬
2
ω
の
名
は
此
の
地
の
附
近
に
今
な
ほ
多
く
生
す
る
鴇

画
建
築
の
略
ぼ
完
成
し
た
る
後
に
加
工
せ
ら
る
、
を
平
時
ぎ
自
即
ち
野
生
の
セ
ラ
リ
ー
（
三
ッ
葉
の
類
）
よ
り
來
る
こ

の
年
こ
し
π
れ
ば
、
此
の
石
切
蕩
の
柱
材
に
未
だ
之
を
認
云
ふ
）
常
に
北
隣
の
都
市
セ
ヂ
エ
ス
タ
（
Q
。
£
の
ω
鼠
）
ご
相

め
ざ
る
は
惟
し
む
を
須
み
す
。
（
セ
ヂ
エ
ス
タ
の
寺
院
は
其
陶
ぎ
し
が
、
四
〇
九
年
セ
ヂ
エ
ス
タ
は
援
を
カ
ル
タ
ゴ
に

の
外
槻
略
ぽ
完
ふ
し
て
柱
面
の
フ
ル
ー
チ
ン
グ
を
歓
く
、
　
求
む
、
シ
ヨ
フ
エ
ッ
ト
、
ハ
シ
ニ
パ
〃
（
ω
ぎ
冨
曾
＝
費
μ
昌
圃
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ゆ
レ
メ
ス

語
れ
當
時
建
築
の
工
稚
を
示
す
好
例
な
り
）
っ
　
　
　
　
　
巴
）
六
十
の
三
段
桃
の
兵
船
、
千
五
百
の
難
離
℃
四
千
の

　
　
　
　
銘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騎
兵
及
び
各
種
の
軍
用
器
械
を
載
せ
て
、
先
づ
シ
チ
リ
ヤ

　
さ
れ
ご
セ
リ
ヌ
ン
テ
の
石
切
蕩
が
吾
人
の
興
趣
を
惹
く
　
島
の
西
端
な
る
り
・
パ
イ
オ
ン
（
ご
ぢ
σ
鉱
9
）
に
向
ひ
、
そ

所
以
の
も
の
は
、
慮
り
其
の
希
戯
時
代
の
石
山
叢
る
故
の
　
れ
よ
め
モ
チ
ャ
（
鼠
2
脇
）
に
上
陸
し
、
薩
ち
に
セ
ジ
ヌ
ン

み
に
あ
ら
す
、
如
何
な
れ
ば
此
等
各
種
の
工
親
を
示
せ
る
　
プ
を
衝
く
、
時
に
セ
リ
ヌ
ン
ラ
の
市
民
は
久
し
く
富
盛
に

遺
柱
が
石
切
蕩
に
若
し
く
は
セ
ソ
ヌ
ン
テ
路
上
に
遺
棄
せ
　
馴
れ
て
兵
備
を
修
め
，
衝
、
た
い
五
大
な
る
紳
殿
の
建
築
に

ら
れ
た
る
か
、
其
の
理
由
の
特
に
興
味
あ
る
も
の
あ
れ
ば
、
急
な
り
し
か
ば
、
固
よ
り
ハ
ン
ニ
パ
ル
の
襲
撃
に
堪
ふ
る

な
り
、
乞
ふ
吾
入
を
し
て
少
し
く
セ
リ
ヌ
ソ
テ
の
歴
史
を
　
能
は
す
、
シ
ラ
ク
サ
及
び
ア
ク
ラ
ガ
ス
の
援
兵
亦
だ
來
る

．
説
か
し
む
る
所
あ
れ
、
セ
ソ
ヌ
ン
テ
、
希
偽
名
は
セ
リ
ヌ
ス
　
こ
ご
邊
く
し
て
、
九
儲
の
園
部
の
後
守
を
失
ひ
、
市
民
多

三
元
前
六
二
八
年
メ
ガ
ラ
、
ヒ
ユ
ブ
レ
ア
（
認
。
σ
q
錠
9
寓
〉
江
、
　
く
は
屠
殺
せ
ら
れ
幼
若
婦
女
は
奴
隷
こ
せ
ら
れ
露
、
　
（
U
、

器
9
）
よ
る
植
民
す
る
所
に
し
て
、
シ
チ
リ
や
島
に
於
け
る
　
す
畠
o
h
8
の
史
に
詳
な
り
、
今
ま
他
書
よ
り
之
を
引
用
す
）

希
臓
人
の
植
民
地
中
最
も
西
邊
に
位
す
、
　
（
セ
リ
ス
ス
ω
。
　
こ
れ
實
に
セ
ヲ
ヌ
ン
テ
の
悲
滲
な
る
蓮
命
の
緒
に
し
て
、



此
後
再
び
往
年
の
隆
盛
を
見
る
能

は
す
第
一
ポ
エ
ニ
戦
箏
の
際
全
く

滅
亡
し
て
後
長
く
今
日
に
至
る
泡

荒
凍
な
る
遺
跡
ご
化
し
去
り
濾
。

鼻
鼠
σ
。
已
に
之
を
絶
滅
せ
る
市

街
ご
記
し
だ
る
を
以
て
見
る
も
、

羅
馬
人
の
之
れ
に
擦
る
も
の
無
か

り
し
、
を
讃
す
可
し
）

　
　
　
　
三

　
ハ
ソ
ニ
バ
ル
の
セ
リ
ヌ
ン
プ
を

攻
略
せ
る
時
セ
リ
ヌ
ン
テ
人
の
建

立
中
な
り
む
強
大
な
る
神
殿
は
、

蓋
し
セ
リ
ヌ
ン
プ
の
東
雲
に
今
な

ほ
遺
存
す
る
E
F
G
三
肚
の
一
な

ろ
G
就
な
る
可
■
し
、
其
の
宏
大
な

る
規
模
は
ア
ク
ナ
ガ
ス
（
即
ヂ
ル

ヂ
エ
ン
チ
）
な
る
ゼ
ウ
ス
の
瀞
三

二
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
セ
リ
ヌ
ン
テ
の
石
切
葛
の
遺
跡

セ切石のテンヌ
に
相
若
き
、
長
さ
三
百
七
十
一
尺
幅

百
七
十
七
尺
の
　
㌘
2
伍
。
と
茸
巽
。
ω

8
ε
ゆ
叶
胤
霧
（
攣
榛
二
重
気
柱
前
後
八

柱
式
）
の
建
築
に
し
て
．
ア
ポ
ロ
紳
の

爲
め
に
造
ら
る
、
其
の
倒
壊
散
働
せ

る
遺
跡
に
は
猫
ほ
二
三
の
三
宮
の
甕

敵
せ
る
あ
り
、
而
か
も
遺
柱
の
多
数

は
未
だ
フ
ル
ー
チ
ン
グ
を
有
せ
す
、

未
完
成
の
儘
に
今
1
1
に
残
れ
る
は
㌧

か
の
カ
ル
タ
ゴ
人
の
急
襲
に
よ
り
て

工
事
の
中
止
せ
ら
れ
し
を
推
察
す
る

に
足
る
、
而
か
も
共
の
柱
の
直
．
穫
底

部
に
於
い
て
十
一
尺
配
り
、
恰
も
カ

ム
ボ
ペ
川
ロ
の
石
切
瘍
の
柱
材
ご
相

一
致
す
、
之
を
在
セ
リ
ヌ
ン
プ
の
他

の
建
築
の
そ
れ
ご
比
較
す
る
に
、
皆

な
遙
か
に
細
小
に
し
て
之
ご
比
す
可

第
三
號
　
　
　
一
三
七
　
（
五
二
四
）



く
も
め

らtii

ざ一
る巻
な

蕪雑

即纂
ち

左上
のil
汝「｝ヌ

し事
○の
　石
　切
　携
　の　遺・
　跡

丘東：　丘西
！一へV’X！mptatu7vAN

G：FEDC玉うA
寺寺寺塔寺寺寺

（
柱
昏
怠
底
部
）

四
尺
四
分
一

一
尺
牟
（
？
）

六
尺
五
尺
七
尺
五
尺
四
分
一

十
一
尺
四
分
一

（
同
頭
部
）

三
尺
雫

、
一
尺
（
・
し

、
五
尺

三
尺
国
分
三

六
尺
四
尺

山
下
獄
開
心
十
乃
至
八
ハ
尺

思
ふ
に
ハ
ン
ニ
バ
ル
の
モ
プ
ヤ
に
上
陸
し
て
東
進
す
る
や

カ
ム
ボ
ペ
川
質
の
石
切
瘍
は
、
却
っ
て
其
の
衝
に
近
き
を

以
て
、
石
工
は
急
を
聞
い
て
遽
に
工
事
を
中
止
し
、
セ
フ

ヌ
ン
テ
市
に
退
却
せ
し
な
る
沸
く
、
G
胤
の
石
材
の
搬
出

せ
ら
れ
て
中
這
に
あ
り
し
も
の
は
之
を
其
地
に
漉
し
、
石

切
塩
に
切
り
か
け
セ
リ
し
柱
材
は
、
亦
π
其
の
刹
那
の
工

程
の
ま
、
之
を
棄
て
、
顧
ざ
り
し
や
言
を
侯
逸
す
、
今
H

吾
入
が
目
前
に
獲
れ
る
も
の
一
こ
し
て
紀
元
前
四
〇
九
．
年

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
三
八
　
（
五
二
1
1
．
）

春
某
月
某
日
某
時
の
現
状
を
髪
髭
せ
し
む
る
に
非
ざ
る
は

な
し
、
考
古
學
上
の
遺
跡
多
し
ご
錐
も
斯
の
如
く
歴
然
こ

し
て
當
時
の
光
景
を
吾
人
に
傳
ふ
る
も
の
其
の
例
蓋
し
多

か
ら
ざ
る
な
り
ゆ

　
吾
友
ボ
ー
ウ
エ
ン
少
佐
（
）
。
ぎ
切
。
壽
p
）
は
多
野
ア
ス

ク
の
人
、
未
だ
歓
洲
戦
凱
の
起
ら
ざ
り
し
大
正
二
年
の
夏

、
共
に
ソ
ー
川
ス
ベ
リ
ー
の
野
に
ウ
エ
ー
ル
ズ
考
古
學
會

の
遽
足
會
に
興
じ
て
、
其
の
母
堂
ご
共
に
臼
夕
、
食
卓
を

デ
バ
イ
ぜ
ス
の
族
館
に
同
ふ
し
だ
り
き
、
其
年
の
秋
余
は

招
か
れ
て
ア
ス
ク
に
君
の
家
に
宿
り
し
こ
ご
あ
り
き
、
當

浸
染
は
豫
備
申
尉
に
し
て
、
余
に
示
す
に
軍
用
行
李
を
以

て
し
、
↓
旦
緩
急
あ
ら
ば
之
を
携
へ
て
職
蕩
に
赴
く
可
き

を
語
ら
れ
し
が
、
思
は
ざ
り
き
今
や
君
は
臼
佛
の
職
蕩
に

暴
露
す
る
こ
ご
二
年
、
二
び
負
傷
し
て
な
ほ
戦
友
を
捨
て

す
、
留
ま
り
て
戦
陣
に
あ
り
、
昨
年
一
月
十
一
日
余
に
寄

す
る
に
、
長
文
の
書
を
以
て
し
だ
り
し
が
、
其
の
う
ち
現

職
役
の
爲
め
、
臼
佛
國
境
に
於
け
る
製
造
傷
の
蒐
心
乱
に
帰



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

し
・
，
作
業
の
一
時
に
中
止
せ
ら
れ
し
光
景
を
叙
し
、
韓
た

セ
リ
ヌ
ン
タ
石
切
堪
の
そ
れ
を
想
起
せ
し
む
る
の
記
事
あ

り
、
知
新
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